
農業の話をしようよ！
JA前橋市のキャッチコピー

笑顔と信頼　広げよう「ありがとう」の気持ち
2026

２

ホームページをリニューアルしました！
ホームページアドレス
http://www.jagunma.net/maebashi/

ＪＡ前橋市公式Instagramを始めました！
イベントの告知など様々な情報をお届けします

産直ゆうあい館Instagram更新中！
フォローやいいねをお願いします

▲イメージキャラクター
　「じゃじゃゴン」

～食卓に彩りを 魅力あふれる農業～
地域農業の担い手 富田町の森村志保さん 《表紙紹介は２ページ》　　

ミニトマト（ＣａｎｄｙＰｏｐ）を手に笑顔を見せる森村さん▲　　

如
きさらぎ

月 /寒さはますます厳しく、衣を重ね着する衣更着月の意　花暦 /梅…高潔　誕生石 /アメジスト…誠実・心の平和
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日本の「食」と「農」を支える地域農業の担い手紹介コーナー
　

富
田
町
の
森
村
志
保
さ
ん
（
31
）
は
、

家
族
５
人
で
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
25
㌃
や
ト
マ

ト
0.2
㌃
、
米
1.3
㌶
な
ど
多
彩
な
農
作
物
を

栽
培
し
て
い
ま
す
。

　

小
さ
い
頃
か
ら
ト
マ
ト
の
選
別
作
業
な

ど
を
手
伝
い
、
農
業
を
身
近
に
感
じ
て
き

た
森
村
さ
ん
。
大
学
院
で
は
植
物
を
研
究

し
、
卒
業
後
に
祖
父
が
大
切
に
管
理
し
て

き
た
圃
場
や
農
機
具
を
受
け
継
ぎ
、
就
農

し
て
６
年
目
を
迎
え
ま
す
。

 　

　

特
に
ト
マ
ト
栽
培
に
こ
だ
わ
り
を
見
せ

る
森
村
さ
ん
の
圃
場
に
は
、
10
品
種
も
の

色
と
り
ど
り
の
ト
マ
ト
が
実
り
ま
す
。

　

水
や
り
や
温
度
管
理
に
気
を
配
り
、
適

切
な
間
引
き
を
行
う
こ
と
で
、
品
質
の
良

い
ト
マ
ト
を
生
産
。
糖
度
や
酸
味
、
食
感

や
形
の
違
い
を
楽
し
ん
で
ほ
し
い
と
、
そ

れ
ぞ
れ
の
ト
マ
ト
の
特
徴
を
熱
心
に
語
り

ま
す
。

　

ま
た
、
料
理
が
趣
味
の
森
村
さ
ん
は
、

収
穫
し
た
野
菜
を
よ
り
お
い
し
く
味
わ
え

る
レ
シ
ピ
を
日
々
考
案
し
て
い
ま
す
。

　

ミ
ニ
ト
マ
ト
の
お
す
す
め
の
食
べ
方
と

し
て
「
そ
の
ま
ま
食
べ
る
の
は
も
ち
ろ
ん
、

湯
剥
き
し
て
プ
ロ
セ
ッ
サ
ー
な
ど
で
細
か

く
し
た
も
の
を
カ
レ
ー
に
加
え
る
と
コ
ク

が
増
し
ま
す
。
ピ
ク
ル
ス
に
し
て
も
美
味

し
い
で
す
よ
」
と
笑
顔
で
語
り
ま
す
。

　

森
村
さ
ん
は
、
Ｊ
Ａ
前
橋
市
産
直
部
会

の
役
員
と
し
て
会
計
を
務
め
、
産
直
ゆ
う

あ
い
館
に
毎
日
新
鮮
な
野
菜
を
出
荷
す
る

と
と
も
に
、
運
営
に
も
寄
与
し
て
い
ま
す
。

農
業
ま
つ
り
や
感
謝
祭
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト

に
積
極
的
に
参
加
し
「
直
接
お
客
様
と
触

れ
合
い
、
野
菜
の
魅
力
を
伝
え
ら
れ
る
こ

と
が
嬉
し
い
」
と
話
し
ま
す
。

　

ま
た
、
森
村
さ
ん
は
常
に
新
た
な
品
種

や
栽
培
方
法
な
ど
の
情
報
を
収
集
す
る
た

め
、
積
極
的
に
花
木
セ
ン
タ
ー
な
ど
に
足

を
運
び
、
資
料
集
め
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

確
認
を
欠
か
し
ま
せ
ん
。
興
味
を
持
っ
た

品
種
に
挑
戦
す
る
こ
と
も
楽
し
み
の
一
つ

で
す
。

　

今
後
の
目
標
と
し
て
「
天
候
や
気
象
状

況
に
応
じ
た
作
付
け
を
追
求
し
た
い
。
見

た
目
に
鮮
や
か
で
味
・
品
質
に
こ
だ
わ
っ

た
野
菜
づ
く
り
を
目
指
し
、
消
費
者
の
皆

様
に
も
楽
し
ん
で
も
ら
え
た
ら
嬉
し
い
」

と
意
欲
を
語
り
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
新
た
に
農
業
を
始
め
る
方
へ

の
ア
ド
バ
イ
ス
と
し
て
「
最
初
は
思
う
よ

う
な
結
果
が
出
な
い
こ
と
も
あ
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が
、
諦
め
ず
に
挑
戦
を
続
け
、

自
分
に
合
っ
た
方
法
を
見
つ
け
て
ほ
し
い
。

先
輩
農
家
の
方
々
か
ら
の
学
び
を
大
切
に

受
け
継
ぎ
、
一
緒
に
地
域
農
業
を
盛
り
上

げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
」
と
エ
ー
ル
を
送
り

ま
し
た
。

農
業
は
私
た
ち
の
食
卓
や
生
活
を
支
え
る
重
要
な
仕
事
で
す
。

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
地
域
の
農
業
を
支
え
る
生
産
者
を
紹
介
し
ま
す
。

▶︎
ミ
ニ
ト
マ
ト
の
な
り
具
合
を
確
認
す
る

　

森
村
さ
ん

▶︎
順
調
な
成
育
を
み
せ
る
ミ
ニ
ト
マ
ト

▶︎
収
穫
し
た
ト
マ
ト
の
袋
詰
め
作
業

▶︎
出
荷
す
る
ト
マ
ト
と
各
種
ト
マ
ト
の
特
徴
を

　

記
し
た
手
作
り
の
ポ
ッ
プ
を
手
に
す
る

　

森
村
さ
ん
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※
敬
称
は
略
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

◇
永
年
勤
続　

35
年

　

宇
野　

仁　

（
中
部
営
農
セ
ン
タ
ー
）

　

横
山
敏
紀　

（
監
査
室
）

　

山
田
久
男　

（
販
売
部
）

　

青
木
正
行　

（
北
部
営
農
セ
ン
タ
ー
）

　

星
野
悦
美　

（
生
活
部
）

　

飯
塚
治
夫　

（
農
機
自
動
車
燃
料
部
）

◇
永
年
勤
続　

30
年

　

狩
野
英
之　

（
営
農
部
）

　

岩
丸
貴
宏　

（
販
売
部
）

　

阿
久
澤
秀
和
（
中
部
営
農
セ
ン
タ
ー
）

　

岡
田　

誠　

（
営
農
部
）

　

峰
岸　

剛　

（
大
胡
支
所
）

　

前
原
雅
志　

（
東
部
営
農
セ
ン
タ
ー
） ▲永年勤続35年の部表彰

▲富田市議会議長、藤江市議会副議長と意見を交わすＪＡ役員

▲永年勤続30年の部表彰

永
年
勤
続
役
職
員
表
彰

　

Ｊ
Ａ
前
橋
市
は
１
月
６
日
、
前
橋
市
役

所
で
農
業
経
営
に
お
け
る
物
価
高
騰
対
策

支
援
に
関
す
る
要
望
書
を
細
谷
精
一
副
市

長
、
猪
俣
理
恵
副
市
長
へ
提
出
し
ま
し
た
。

　

要
望
書
提
出
の
背
景
と
し
て
、
肥
料
な

ど
の
生
産
資
材
費
や
燃
料
・
電
気
料
金
な

ど
の
生
産
コ
ス
ト
は
増
加
の
一
途
を
た
ど

っ
て
お
り
、
農
畜
産
業
の
生
産
現
場
の
厳

し
さ
は
増
し
て
い
ま
す
。
一
方
で
、
農
畜

産
物
価
格
に
十
分
反
映
で
き
ず
、
生
産
者

の
営
農
継
続
が
危
ぶ
ま
れ
て
い
る
実
情
が

あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
食
料
安
全
保
障
の

観
点
か
ら
も
、
農
畜
産
業
の
維
持
は
極
め

て
重
要
で
あ
り
、
安
定
的
な
生
産
体
制
の

確
保
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
状
況
を
受
け
、
Ｊ
Ａ
前
橋
市
は
、

生
産
現
場
が
危
機
を
乗
り
越
え
、
持
続
可

能
な
農
業
を
実
現
で
き
る
よ
う
、「
重
点
支

援
地
方
交
付
金
」
を
活
用
し
た
資
材
価
格

高
騰
対
策
や
、
農
畜
産
物
の
消
費
拡
大
対

策
な
ど
、
農
業
分
野
の
緊
急
対
策
を
早
急

に
検
討
・
実
施
す
る
こ
と
を
強
く
要
望
し

ま
し
た
。

　

ま
た
同
日
、
富
田
公
隆
市
議
会
議
長
と

藤
江
彰
市
議
会
副
議
長
の
も
と
を
訪
問
し
、

要
望
書
を
提
出
す
る
と
と
も
に
要
望
内
容

に
つ
い
て
意
見
を
交
わ
し
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
前
橋
市
は
、
今
後
も
農
業
者
の
経

営
安
定
と
地
域
農
業
の
持
続
的
発
展
に
向

け
て
、
行
政
や
関
係
機
関
と
連
携
し
な
が

ら
取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
方
針
で
す
。

▲細谷副市長、猪俣副市長へ要望書を
　提出する矢端組合長と岡庭副組合長

農
業
経
営
に
お
け
る
物
価

高
騰
対
策
支
援
に
関
す
る

要
望
書
を
前
橋
市
へ
提
出

◇
永
年
勤
続　

20
年

綱
島　

聡　

（
中
央
支
所
）

棚
木
文
栄　

（
中
央
支
所
）

椛
澤
浩
孝　

（
北
部
支
所
）

塚
田
太
郎　

（
東
部
営
農
セ
ン
タ
ー
）

須
永
悠
介　

（
営
農
部
）

小
澤
健
太　

（
南
部
支
所
）

平
沢
貴
之　

（
営
農
部
）

茂
木
美
佳　

（
中
央
支
所
）

相
川
貴
之　

（
東
部
営
農
セ
ン
タ
ー
）

塚
本
征
起　

（
東
部
営
農
セ
ン
タ
ー
）



　

ま
た
、
第
28
回
群
馬
県
Ｊ
Ａ
年
金
友
の

会
短
歌
・
俳
句
・
川
柳
大
会
で
は
、
総
勢

５
１
０
作
品
の
中
か
ら
、
見
事
３
人
が
入

賞
し
ま
し
た
。

︿
短
歌
の
部
・
入
選
﹀

入
院
を
承
諾
し
た
が
不
安
あ
り

　
　
　
　
炊
事
洗
濯
メ
モ
す
る
夫

　
　
　
　

  

笠
井
初
子
さ
ん（
西
部
地
区
）

︿
俳
句
の
部
・
特
別
賞
﹀

草
引
き
の
出
来
る
し
あ
わ
せ
農
に
生
く

　
　
　
　

  

𠮷
田
百
代
子
さ
ん（
粕
川
地
区
）

︿
川
柳
の
部
・
優
秀
賞
﹀

米
不
足
出
番
な
く
し
た
備
蓄
米

　
　
　
　

  

横
室
久
雄
さ
ん（
南
部
地
区
）

　

Ｊ
Ａ
前
橋
市
青
年
部
協
議
会
は
１
月
17

日
、
高
崎
駅
構
内
で
Ｊ
Ａ
た
か
さ
き
青
壮

年
部
と
合
同
で
農
畜
産
物
や
加
工
品
の
直

売
イ
ベ
ン
ト
を
行
い
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
両
部
会
員
が
協
力
し
、
駅
を

利
用
す
る
多
く
の
方
々
に
前
橋
産
・
高
崎

産
の
新
鮮
な
農
畜
産
物
を
Ｐ
Ｒ
。
ブ
ー
ス

に
は
、
ネ
ギ
や
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
な
ど
の
旬

の
青
果
物
を
は
じ
め
と
し
た
地
元
な
ら
で

は
の
多
彩
な
商
品
が
並
び
、
多
く
の
駅
利

用
者
が
立
ち
寄
る
な
ど
、
好
評
を
博
し
ま

し
た
。

　

Ｊ
Ａ
前
橋
市
年
金
友
の
会
は
１
月
９
日
、

Ｊ
Ａ
前
橋
市
の
本
所
で
、「
第
17
回
Ｊ
Ａ
前

橋
市
年
金
友
の
会
親
睦
ゴ
ル
フ
大
会
」
お

よ
び
「
第
28
回
群
馬
県
Ｊ
Ａ
年
金
友
の
会

短
歌
・
俳
句
・
川
柳
大
会
」
の
表
彰
式
を

行
い
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
Ｊ
Ａ
前
橋
市
年
金
友
の
会
役

員
や
理
事
、
Ｊ
Ａ
役
職
員
31
人
が
参
加
。

優
秀
な
成
績
を
収
め
た
入
賞
者
へ
、
Ｊ
Ａ

前
橋
市
年
金
友
の
会
の
加
藤
清
士
会
長
と

矢
端
幹
男
組
合
長
が
ト
ロ
フ
ィ
ー
や
表
彰

状
、
記
念
品
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

　

第
17
回
Ｊ
Ａ
前
橋
市
年
金
友
の
会
親
睦

ゴ
ル
フ
大
会
は
、
昨
年
11
月
19
日
に
川
原

町
の
前
橋
ゴ
ル
フ
場
で
開
催
さ
れ
、
茂
木

一
さ
ん
（
大
胡
地
区
）
が
優
勝
、
長
谷
川

幹
夫
さ
ん
（
粕
川
地
区
）
が
準
優
勝
、
木

村
光
明
さ
ん
（
中
央
地
区
）
が
第
３
位
に

輝
き
ま
し
た
。

年
金
友
の
会　

親
睦
ゴ
ル
フ
大
会
、

短
歌
・
俳
句
・
川
柳
大
会　

表
彰
式

▲高崎駅構内で農産物をＰＲする
　ＪＡ前橋市青年部協議会員とＪＡたかさき青壮年部員

▲左から矢端組合長、笠井さん（入選）、吉田さん（特別賞）、
　横室さん（優秀賞）、加藤会長

▲左から長谷川さん（準優勝）、
　茂木さん（優勝）、木村さん（第３位）

Ｊ
Ａ
前
橋
市
青
年
部
協
議
会
と

Ｊ
Ａ
た
か
さ
き
青
壮
年
部
が
高
崎
駅
で

農
産
物
直
売
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
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Ｊ
Ａ
前
橋
市
は
１
月
13
日
、
本
所
で
祝

賀
会
「
は
た
ち
の
つ
ど
い
」
を
開
き
ま
し

た
。

　

二
十
歳
を
迎
え
た
職
員
４
人
を
祝
福
し
、

Ｊ
Ａ
役
員
か
ら
記
念
品
が
贈
呈
さ
れ
ま
し

た
。
職
員
は
そ
れ
ぞ
れ
の
抱
負
を
語
り
、

飛
躍
を
誓
い
ま
し
た
。

︽
二
十
歳
を
迎
え
た
職
員
︾

※
敬
称
略
、（ 

）
内
は
所
属
部
署

・
松
村　

莉
奈
（
桂
萱
支
所
金
融
課
）

・
宮
内　

蓮　

（
西
部
支
所
金
融
課
）

・
伊
藤　

裕
司
（
南
部
営
農
セ
ン
タ
ー
）

・
小
暮　

圭
佑
（
東
部
営
農
セ
ン
タ
ー
営
農
販
売
課
）

祝
賀
会「
は
た
ち
の
つ
ど
い
」

　
こ
れ
か
ら
の
活
躍
に
期
待

▶️
新
成
人
を
迎
え
た
職
員
と
Ｊ
Ａ
役
職
員



ＪＡ前橋市

自己改革実践レポート
全体戦略『農業者の所得増大・生産拡大に向けた取り組み』

▲露地ナスの作付けを振り返り、意見を交わす参加者

　ＪＡ前橋市は12月23日、ＪＡアグリサポートセンターで『令和７年度露路ナス新規生産者実績

検討会』を開きました。営農部生産振興課の企画運営のもと、新規露地ナス生産者７人を迎えた令

和７年度の振り返りと次作に向けての意見交換を目的に行いました。

　当日は、生産者や中部農業事務所、ＪＡ職員合わせて９人が参加。中部農業事務所担い手園芸課

の今泉日菜技師が、今季の気象経過や病害虫の発生状況について「記録的な猛暑や少雨による乾燥

が続き、ハダニ類・チャノホコリダニの発生、草勢低下が見られた。また、ボケ果の発生やオオタ

バコガ、カメムシ類による果実の食害も見られ、収穫果実の品質維持が厳しい傾向だった」と総括。

一方で、切り戻し剪定や適期防除など、適正管理できた圃場は収穫成績を上げる生産者も見られた

と報告しました。

　また、毎月の圃場巡回時に撮影した写真をもとに、生産者ごとに課題や対応策について振り返り

を実施。さらに、振り返りシートを活用して定植準備や整枝、草勢管理、病害虫防除など各作業工

程における反省点や次作に向けての取り組みについて意見交換を行いました。ＪＡ職員からは、主

要病害虫や農薬の使い方について詳しく説明があり、参加者らは知識を深めました。

　参加者は「初めての栽培で試行錯誤の１年であったが、手厚い支援に感謝。今作の課題と対策を

踏まえ、次作ではより良い作付けを目指したい」と意欲を見せました。

　ＪＡはナスを野菜重点８品目の１つに位置づけ、生産振興に力を入れており、今後も露地ナスの

栽培技術向上を目的とした巡回指導や研修会を継続実施する方針。品質維持と収量確保を両立させ、

安定生産を目指します。

　なお、2025年の出荷量は約1,738ｔの出荷と、前年を約10.9％上回りました。
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Ｊ
Ａ
前
橋
市
は
１
月
13
日
、
本
所
で
祝

賀
会
「
は
た
ち
の
つ
ど
い
」
を
開
き
ま
し

た
。

　

二
十
歳
を
迎
え
た
職
員
４
人
を
祝
福
し
、

Ｊ
Ａ
役
員
か
ら
記
念
品
が
贈
呈
さ
れ
ま
し

た
。
職
員
は
そ
れ
ぞ
れ
の
抱
負
を
語
り
、

飛
躍
を
誓
い
ま
し
た
。

︽
二
十
歳
を
迎
え
た
職
員
︾

※
敬
称
略
、（ 

）
内
は
所
属
部
署

・
松
村　

莉
奈
（
桂
萱
支
所
金
融
課
）

・
宮
内　

蓮　

（
西
部
支
所
金
融
課
）

・
伊
藤　

裕
司
（
南
部
営
農
セ
ン
タ
ー
）

・
小
暮　

圭
佑
（
東
部
営
農
セ
ン
タ
ー
営
農
販
売
課
）



Ｊ
Ａ
前
橋
市
各
地
区
女
性
部
は
11
～
12
月
に
様
々
な
講
習
会
を
実
施
し
、
部
員
同
士
交
流
を
深
め
ま

し
た
。
6
～
８
ペ
ー
ジ
に
か
け
て
活
動
の
一
部
を
紹
介
い
た
し
ま
す
。

桂 萱 女 性 部

東 女 性 部

清 里 女 性 部芳 賀 女 性 部

総 社 女 性 部

南 部 女 性 部

花苗の寄せ植え講習会
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粕 川 女 性 部

上川渕女性部

大 胡 女 性 部

宮 城 女 性 部

富士見女性部

元総社女性部

木 瀬 女 性 部

しめ縄づくり講習会
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荒 砥 女 性 部前 橋 女 性 部

　

産
直
ゆ
う
あ
い
館
は
１
月
10
日
、
新
春

の
大
売
出
し
を
行
い
ま
し
た
。

　

大
売
出
し
の
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
前
橋

産
の
新
鮮
な
野
菜
や
卵
が
入
っ
た
お
得
な

福
袋
を
販
売
。
来
場
者
か
ら
好
評
を
博
し
、

１
０
０
袋
用
意
さ
れ
た
福
袋
は
、
開
店
か

ら
15
分
ほ
ど
で
完
売
し
ま
し
た
。

　

産
直
ゆ
う
あ
い
館
は
、
今
後
も
多
彩
な

商
品
を
取
り
揃
え
、
安
全
・
安
心
で
新
鮮

な
地
場
産
野
菜
の
魅
力
を
発
信
す
る
イ
ベ

ン
ト
を
企
画
し
て
い
く
予
定
で
す
。

産
直
ゆ
う
あ
い
館
の

　
　
　
　

新
春
大
売
出
し

　

Ｊ
Ａ
前
橋
市
果
樹
部
会
は
１
月
13
日
、

Ｊ
Ａ
ア
グ
リ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
で
リ
ン

ゴ
防
除
講
習
会
を
行
い
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
生
産
者
や
関
係
機
関
、
Ｊ
Ａ

職
員
が
参
加
。
令
和
７
年
度
リ
ン
ゴ
栽
培

の
振
り
返
り
と
、
生
理
障
害
や
病
害
虫
の

発
生
条
件
や
今
後
の
対
策
に
つ
い
て
詳
し

く
解
説
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
令
和
８
年
度
リ
ン
ゴ
病
害
虫
防

除
歴
の
変
更
点
や
留
意
点
に
つ
い
て
、
薬

剤
の
希
釈
倍
率
の
変
更
や
ハ
ダ
ニ
類
対
策

強
化
の
た
め
の
薬
剤
変
更
な
ど
を
説
明
。

防
除
適
期
が
早
ま
る
傾
向
に
あ
る
こ
と
や
、

在
庫
農
薬
の
使
用
期
限
遵
守
や
適
用
確
認

の
徹
底
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
前
橋
市
西
部
営
農
セ
ン
タ
ー
は
１

月
15
日
、
同
セ
ン
タ
ー
で
エ
ダ
マ
メ
栽
培

講
習
会
を
行
い
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
２
回
に
分
け
て
開
催
し
、
生

産
者
や
関
係
機
関
、
Ｊ
Ａ
職
員
な
ど
38
人

が
参
加
。
県
中
部
農
業
事
務
所
担
い
手
・

園
芸
課
の
職
員
が
講
師
を
務
め
、
次
作
の

エ
ダ
マ
メ
栽
培
に
お
け
る
作
付
け
前
の
ほ

場
水
分
と
地
温
の
確
保
や
土
壌
分
析
に
基

づ
い
た
適
切
な
施
肥
管
理
の
重
要
性
、
育

成
期
間
中
の
乾
燥
対
策
、高
温
・
強
風
対
策
、

降
雹
な
ど
の
気
象
災
害
対
策
や
病
害
虫
対

策
つ
い
て
具
体
的
に
説
明
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
種
苗
メ
ー
カ
ー
か
ら
は
エ
ダ
マ

メ
の
品
種
と
特
性
の
説
明
が
行
わ
れ
、
参

加
者
は
栽
培
管
理
方
法
か
ら
品
種
選
定
に

つ
い
て
の
理
解
を
深
め
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
前
橋
市
果
樹
部
会
の

　
　

リ
ン
ゴ
防
除
講
習
会

西
部
営
農
セ
ン
タ
ー
の

　

エ
ダ
マ
メ
栽
培
講
習
会

▲リンゴ防除について熱心に耳を傾ける参加者

▲来客者で賑わうゆうあい館新春大売出し

▲エダマメ栽培の肥料について説明する
関係者

視察研修（正田醬油記念館、日清製粉ミュージアム他）清掃活動
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ATM営業終了のお知らせ

　平素はＪＡ前橋市に対し格別なるご支援とご協力を賜り、

心よりお礼申し上げます。

　このたび、ＪＡファーマーズ朝日町店ATMコーナーは

令和８年２月２７日（金）ＡＭ１１：００をもちまして営業終了

させていただきます。

　組合員をはじめ地域の皆様には、大変ご迷惑をおかけ 

いたしますこと深くお詫び申し上げます。

　今後は近隣店舗ATMまたは提携ATMのご利用をお願い

いたします。

　引き続き変わらぬご愛顧を賜りますようお願い申し上げ

ます。

【近隣ATM】

・ＪＡ前橋市桂萱支所ATM

・ＪＡ前橋市前橋支所ATM

・ベイシア前橋モール店ATM

・けやきウォーク前橋ATM

JA前橋市
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群馬県中部農業事務所

営農情報

　
　

　

農
作
業
死
亡
事
故
は
、
機
械
作
業
中
が
最
も
多

く
、
機
種
別
に
み
る
と
、﹁
乗
用
型
ト
ラ
ク
タ
ー
﹂

﹁
自
脱
型
コ
ン
バ
イ
ン
﹂﹁
農
用
運
搬
車
﹂﹁
歩
行
型

ト
ラ
ク
タ
ー
﹂
の
順
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

事
故
の
要
因
は
、﹁
機
械
の
転
落
・
転
倒
﹂﹁
挟

ま
れ
﹂﹁
回
転
部
分
等
へ
の
巻
き
込
ま
れ
﹂
な
ど

で
す
。
ま
た
、
夏
季
の
気
温
上
昇
に
伴
う
熱
中
症

に
よ
る
死
亡
も
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
︵
農
林
水

産
省
調
べ
︶。

農
作
業
安
全
対
策　

◇
機
械
の
点
検
・
整
備
、
ほ
場
周
辺
の
確
認

　

作
業
中
の
機
械
の
故
障
は
焦
り
や
苛
立
ち
を
生

み
、
思
わ
ぬ
事
故
へ
つ
な
が
り
ま
す
。
使
用
す
る

機
械
は
、
事
前
に
使
用
方
法
を
よ
く
確
認
し
、
点

検
・
整
備
を
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
ほ
場
周
辺

に
危
険
な
所
が
な
い
か
を
確
認
し
、
路
肩
と
ほ
場

の
境
が
わ
か
る
よ
う
草
刈
り
を
行
い
、
危
険
な
所

に
は
目
印
を
立
て
る
な
ど
の
対
策
を
し
ま
し
ょ
う
。

◇
作
業
に
適
し
た
服
装

　

袖
口
、
シ
ャ
ツ
の
裾
、
首
に
巻
い
た
タ
オ
ル
な

ど
が
農
業
機
械
に
巻
き
込
ま
れ
な
い
よ
う
適
切
な

服
装
を
し
ま
す
。
作
業
に
応
じ
、
手
袋
、
保
護
メ

ガ
ネ
、
マ
ス
ク
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
等
を
着
用
し
て
く

だ
さ
い
。

︻
乗
用
型
ト
ラ
ク
タ
ー
の
注
意
事
項
︼

◇
安
全
装
置
の
装
着

　

ほ
場
や
道
路
か
ら
の
転
落
・
転
倒
に
よ
る
死
亡

事
故
が
最
も
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
安
全
キ
ャ
ブ
や

安
全
フ
レ
ー
ム
付
き
の
ト
ラ
ク
タ
ー
を
使
用
し
ま

し
ょ
う
。
ま
た
、シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
着
用
し
な
い
と
、

投
げ
出
さ
れ
て
農
業
機
械
の
下
敷
き
に
な
る
な
ど
、

重
大
な
事
故
に
つ
な
が
り
ま
す
。
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
及

び
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
必
ず
着
用
し
て
く
だ
さ
い
。

◇
車
両
へ
安
全
標
識
を
設
置

　

道
路
走
行
時
に
は
自
動
車
等
か
ら
の
追
突
・
衝

突
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。
ト
ラ
ク
タ
ー
に
は
、

作
業
機
を
装
着
し
て
も
後
方
か
ら
見
え
る
位
置
や

幅
の
わ
か
る
位
置
に
ラ
ン
プ
類
を
増
設
し
、﹁
低
速

車
マ
ー
ク
﹂
や
﹁
反
射
板
﹂
を
設
置
し
ま
し
ょ
う
。

◇
道
路
状
況
・
状
態
の
確
認

　

ほ
場
へ
の
経
路
は
交
通
量
の
少
な
い
道
を
選
び
、

坂
道
、
道
路
幅
、
路
肩
な
ど
、
ト
ラ
ク
タ
ー
が
走

行
す
る
道
路
の
状
況
・
状
態
を
事
前
に
確
認
し
ま

し
ょ
う
。
特
に
ほ
場
の
進
入
・
退
出
路
は
狭
く
傾

斜
が
き
つ
く
な
り
が
ち
で
す
。
全
ほ
場
を
点
検
し

路
肩
な
ど
の
整
備
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

◇
左
右
ブ
レ
ー
キ
の
連
結
ロ
ッ
ク
を
確
認

　

ほ
場
を
出
る
際
や
道
路
走
行
時
で
の
左
右
ブ
レ

ー
キ
の
連
結
忘
れ
は
、
転
落
・
転
倒
事
故
に
つ
な

が
り
ま
す
。
作
業
終
了
後
、
昇
降
路
手
前
で
は
、

必
ず
左
右
ブ
レ
ー
キ
の
連
結
ロ
ッ
ク
を
確
認
し
ま

し
ょ
う
。

◇
作
業
す
る
上
で
の
留
意
点

　

作
業
機
等
の
不
具
合
で
、
点
検
・
調
整
を
す
る

場
合
は
、
傾
斜
の
な
い
場
所
で
、
駐
車
ブ
レ
ー
キ

を
か
け
、
必
ず
エ
ン
ジ
ン
を
停
止
し
て
か
ら
行
い

ま
し
ょ
う
。

熱
中
症
に
注
意　

　

作
業
前
に
は
体
を
暑

さ
に
慣
ら
し
︵
暑
熱
順

化
︶、
作
業
中
は
こ
ま

め
な
休
憩
と
水
分
・
塩

分
補
給
を
行
い
、
単
独

作
業
を
避
け
ま
す
。
フ
ァ
ン
付
き
ウ
ェ
ア
な
ど
ア

イ
テ
ム
も
活
用
し
ま
し
ょ
う
。

　

︵
中
部
農
業
事
務
所
担
い
手
・
園
芸
課

　
　
　
　
　
　
　
　
　

園
芸
係　

中
里
見
信
章
︶

　

農
作
業
事
故
は
、
当
事
者
の
経
営
に
与
え
る
影

響
の
ほ
か
、
家
族
や
地
域
農
業
へ
の
大
き
な
ダ
メ

ー
ジ
と
な
り
ま
す
。
事
故
を
﹁
自
分
ご
と
﹂
と
し

て
捉
え
、
日
頃
の
作
業
の
中
に
潜
む
危
険
を
見
つ

け
、
事
前
に
対
策
を
講
じ
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

農
作
業
死
亡
事
故
の
発
生
状
況　

　

令
和
５
年
の
農
作
業
事
故
に
お
け
る
死
亡
者
数

は
、
全
国
で
２
３
６
人
、
本
県
で
は
８
人
が
亡
く

な
り
ま
し
た
。
全
国
の
就
業
者
10
万
人
当
た
り
の

死
亡
事
故
者
数
は
、
依
然
と
し
て
増
加
傾
向
に
あ

り
、
他
産
業
に
比
べ
て
高
い
水
準
に
あ
り
ま
す
。

農
作
業
安
全
意
識
を
高
め
、事
故

防
止
対
策
を
徹
底
し
ま
し
ょ
う
！
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「
奉
安
殿
」の
こ
と
な
ど

JAのペット火葬 ～移動火葬車によるペットの火葬サービス～

ペット火葬専用ダイヤル　※夜間（18時～８時）はペット火葬業者で対応します。

　長い間一緒に過ごしてきた、大切な家族。もしもお別れの時が来てしまったらすぐに離れてしま
うのはあまりにも切ないから、真心込めてお別れのお手伝いを致します。
ご火葬プランのご紹介　ご家族様のご要望やご都合に合わせた３つのご火葬プランを用意しています

※24時間365日対応致します。01200120--0909--10821082

合　同　火　葬
（※ご返骨不可）

　専用車にてご自宅またはご指
定の場所にお迎えに参ります。
その後、合同火葬を行います。
合同火葬後のご遺骨は、提携寺
院の納骨堂の合祀墓でご供養い
たします。

14,850円～（税込）

個　別　火　葬
（スタッフによるお骨上げ）
　専用車にてご自宅またはご指
定の場所にお伺い致します。専
用車にて個別に火葬を行い、ス
タッフが骨壷のお骨をお納めし、
後日、ご自宅へご返骨いたしま
す。

18,150円～（税込）

立会い個別火葬
（ご家族様によるお骨上げ）
　専用車にてご自宅またはご指
定の場所にお伺いします。専用
車にて個別に火葬を行い、ご家
族にお骨上げをしていただきま
す。骨壷のお骨をおさめ、ご返
骨いたします。

20,350円～（税込）

農

と

歳

時

記

　

二
十
四
節
気
の
立
春
は
節
分
の
翌
日
︒

　

本
来
︑
季
節
の
分
か
れ
目
で
あ
る
節
分
は

年
に
4
回
︑
立
春
・
立
夏
・
立
秋
・
立
冬
の

そ
れ
ぞ
れ
の
前
日
に
あ
り
ま
す
が
︑
現
在
で

は
立
春
が
一
年
の
始
ま
り
と
い
う
考
え
に
基

づ
い
て
立
春
の
前
日
の
み
を
指
す
よ
う
に
な

り
ま
し
た
︒

　

節
分
で
は
豆
ま
き
の
他
に
︑
豆
占
︵
ま
め

う
ら
︶
と
い
っ
て
一
年
の
豊
作
を
占
う
風
習

が
各
地
域
に
あ
り
ま
し
た
︒
い
ろ
り
の
火
の

近
く
に
豆
を
12
粒
置
い
て
12
カ
月
を
表
し
︑

し
ば
ら
く
し
て
豆
が
赤
く
な
れ
ば
そ
の
月
は

日
照
り
︑
黒
く
な
れ
ば
雨
な
ど
と
占
っ
た
そ

う
で
す
︒

　
二
十
四
節
気
の
雨
水
は
、
そ
れ
ま
で
雪
が

降
っ
て
い
た
の
が
雨
に
変
わ
る
頃
。
徐
々
に

気
温
も
上
が
り
、
田
畑
の
霜
や
山
に
積
も
っ

て
い
た
雪
も
溶
け
て
せ
せ
ら
ぎ
に
な
っ
て
い

き
ま
す
。
寒
い
日
が
3
日
続
い
て
暖
か
な
日

が
4
日
続
く
、
と
い
う
よ
う
な
気
候
が
交
互

に
繰
り
返
さ
れ
る
の
を
「
三
寒
四
温
」
と
呼

び
ま
す
。

　
ち
な
み
に
「
小
春
日
和
」
は
春
が
近
づ
く

頃
に
使
う
言
葉
と
思
わ
れ
が
ち
で
す
が
、
実

は
旧
暦
の
10
月
、
晩
秋
か
ら
初
冬
に
か
け
て

の
春
の
よ
う
な
暖
か
な
日
の
こ
と
を
指
し
て

い
ま
す
。

　
だ
ん
だ
ん
と
暖
か
く
な
り
水
も
ぬ
る
ん
で

く
る
雨
水
の
頃
は
、
梅
見
の
季
節
で
も
あ
り

ま
す
。
い
よ
い
よ
春
の
農
事
の
準
備
が
始
ま

り
ま
す
。

■ 

立
春
︵
り
っ
し
ゅ
ん　

２
０
２
６
年
は
２
月
４
日
︶

■ 

雨
水
︵
う
す
い　

２
０
２
６
年
は
２
月
19
日
︶

立
春
・
雨
水

和
文
化
講
師
●
滝
井
ひ
か
る

←の日が出荷休みになります。

野菜の荷受休業日野菜の荷受休業日

２
月

の
休
業
日

３
月

の
休
業
日

日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5 6 7

8 9 10 11 12 13 14

15 16 17 18 19 20 21

22 23 24 25 26 27 28

日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5 6 7

8 9 10 11 12 13 14

15 16 17 18 19 20 21

22 23 24 25 26 27 28

29 30 31
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◯
発
　
行

　
前

橋
市

農
業

協
同

組
合

〒
379-2161

群
馬

県
前

橋
市

富
田

町
2400-1

◯
編
　
集

　
JA

前
橋

市
企

画
管

理
部

総
合

企
画

課
／

編
集

委
員

会

　
TE

L  027-261-3000 ㈹
    FA

X
  027-212-2570

◯
発
行
人

　
代

表
理

事
組

合
長

　
矢
端
幹
男

2
0
2
6

２
月
Ｎ
ｏ
.3
9
6

※希望される方は、

前々日までにJA各支所へご連絡ください。

法務・税務相談日
●法務相談

●税務相談

2026年 ３月 ６日㈮・13日㈮

2026年 ４月 ３日㈮・17日㈮

2026年 ３月19日㈭・26日㈭

2026年 ４月 ９日㈭・23日㈭

◆
審
議
事
項  

―
―
―
―
―
―

①
令
和
７
年
度　

第
３
四
半

期
仮
決
算
の
状
況

②
63
歳
職
員
定
年
延
長
並
び

に
関
連
規
則・規
程
の
変
更

③
令
和
７
年
度　

上
半
期
監

事
監
査
指
摘
事
項
に
対
す

る
回
答

④
出
資
減
口
の
承
認

◆
報
告
事
項  

―
―
―
―
―
―

　
①
各
事
業
の
概
況
と
報
告

12
月
25
日
⋮
本
所
多
目
的
ホ
ー
ル

12
月
の
理
事
会
か
ら

12月末事業実績12月末事業実績

総 組 合 員 数

貯　金　総　額

貸 出 金 総 額

長期共済保有額

農畜産物販売総額

購買品供給額

24,506 人

(うち正組合員 9,838 人)

2,476億4,425 万円

774億　318 万円

4,381億3,706 万円

140億8,053 万円

51億4,631 万円

みんなの JA

……  各午後２時から本所金融部窓口にて  ……

○ 

令
和
８
年
度
新
規
就
農
者
の
把
握

に
つ
い
て

　

新
た
な
就
農
者
に
対
し
、
新
規
就

農
者
激
励
会
を
開
催
し
、
前
橋
市
新

規
就
農
者
奨
励
金
交
付
要
項
に
基
づ

く
奨
励
金
の
交
付
を
行
い
ま
す
。

１　

対
象
者

　

専
業
で
農
業
に
従
事
す
る
個
人
経

営
主
又
は
当
該
後
継
者
（
主
と
し
て

農
業
収
入
に
よ
り
生
計
を
営
む
者
）で
、

次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
方
。

　

⑴ 

令
和
３
年
４
月
１
日
以
降
に
60

歳
以
下
で
就
農
し
、
５
年
以
上

継
続
し
て
営
農
す
る
意
思
が
あ

る
者

　

⑵ 

前
橋
市
内
に
住
所
を
有
す
る
者

　

⑶ 

営
農
拠
点
の
全
部
ま
た
は
主
た

る
営
農
拠
点
が
前
橋
市
内
に
あ

る
者

　

⑷ 

過
去
に
本
市
で
新
規
就
農
者
奨

励
金
の
交
付
を
受
け
て
い
な
い

者

２　

申
込
み
方
法

　

農
業
委
員
会
事
務
局
、
地
区
の
農

業
委
員
及
び
農
地
利
用
最
適
化
推
進

委
員
ま
で

３　

申
込
み
期
限

　

令
和
８
年
２
月
27
日
（
金
）
ま
で

︻
問
い
合
わ
せ
先
︼

　
 

前
橋
市
役
所　

農
業
委
員
会
事
務

局
農
業
振
興
係
ま
で

　

 

電
話　

０
２
７
―
８
９
８
―
６
７
３
３

（
直
通
）

○ 

第
74
回
前
橋
市
花
共
進
会
を
開
催

し
ま
す

　

前
橋
産
の
ハ
ナ
モ
モ
・
ウ
メ
等
の

枝
物
や
切
り
バ
ラ
、
サ
ボ
テ
ン
の
展

示
・
販
売
を
行
い
ま
す
。
花
の
無
料

配
布
（
先
着
100
人
）
や
バ
ラ
の
香
り

体
験
等
の
イ
ベ
ン
ト
も
実
施
し
ま
す
。

日
時
＝
２
月
19
日
（
木
）

展
示
＝
11
時
30
分
か
ら
13
時
30
分

花
の
無
料
配
布
＝
11
時
30
分
か
ら

展
示
物
の
販
売
＝
14
時
か
ら
（
売
り

切
れ
次
第
終
了
）

販
売
の
抽
選
券
配
布
＝
13
時
30
分
か

ら
14
時

販
売
の
入
場
順
抽
選
＝
14
時

場
所
＝
群
馬
県
庁
１
階
県
民
ホ
ー
ル

北
側

問
い
合
わ
せ
＝
前
橋
市
農
政
課

☎
０
２
７
―
８
９
８
―
６
７
０
７
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